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設計支援ツールで機械操作を最適化

ロックウェル・オートメーションのツールとテンプレートで、機械メーカーは制御アプリ
ケーションの開発時間を短縮できます。

機械メーカーは、新しい機械を製
造する際に多くの課題に直面
します。ハードウェアの選択、

システムレイアウトや配線の決定、制御プ
ログラムの開発、およびヒューマン・マシ
ン・インターフェイス(HMI)アプリケーショ
ンの作成など、彼らが行わなければならな
い作業はどれも時間が掛かります。

例えば、ハードウェアを選択するには、
様々なソースからデバイス選択に必要
な情報を収集するだけでなく、アクセサ
リの互換性を確認する必要があります。
システムレイアウトと配線には、面積や
配線に関する情報、製図専用デバイス、
多種多様なデバイスに使用できる電源、
制御、通信テンプレートの作成が必要と
されます。

制御プログラムの作成作業には、異な
るパラメータやタグを使用する多種多
様なデバイスからの状態および診断デ
ータの制御と収集が関わってきます。さ
らに、多数のアプリケーションおよびデ
バイスをわかりやすく、再利用しやすく
するために、機械、アプリケーション、お

よびデバイスのロジックを標準化する必
要があります。

HMIアプリケーションを作成するに
は、多種多様なアプリケーションおよび
デバイスからの状態および診断データ
に同様にアクセスし表示できる方法を
見つける必要があります。また、オペレ
ータやメンテナンス担当者が使いやす
いように、制御、状態、および診断の表示
を標準化することも要求されます。 

これらを考慮して、ロックウェル・オー
トメーションはDrives and Motion 
Acceleratorツールキット(DMAT) 
DVDを提供しています。これは、ロッ
クウェル・オートメーションの装置、特
にPowerFlex®ACドライブおよび
Kinetix®サーボドライブを使用した
新しいアプリケーションを開 発する
お客様の時間とコストを削減するた
めのツールおよびテンプレート集で
す。PowerFlex Acceleratorツールキ
ットとKinetix Acceleratorツールキッ
トの代わりに使用できます。

確かな基盤
DMATを使用すると、オーバーヘッド

コストを増加させる定型業務に煩わされ
ることなく、統合アーキテクチャアプリケ
ーションに固有の機能を開発することに
専念することができます。 

DMATは、様々なニーズに対して構築
されたモジュールセットを提供します。

•	 デバイスモジュールは、通信、コ
マンド(始動、停止、制御など)、状態監
視およびアラーム、診断など、ドライ
ブの基本的なニーズに対応します。 
	 •	 アプリケーションモジュールは、
制御ロジックの一部で、速度制御や
カム操 作 などの 作 業を扱 います。 
	 •	 機能モジュールは、機械の状態制
御およびアラーム履歴管理など、高度
な機能に取り組みます。

モジュール形式のため、製品ごとま
たは機能ごとに制御や情報を提供で
きます。設計者は、ニーズに合わせて
特定のモジュールを選択できます。ま
た、共通の構造と類似機能により、わか
り易く、すぐに使用できます。

さらに、どのモジュールも標準形式
で組み合わせて使用できるように設計
されています。この形式では、最小限の

「接続コード」だけでモジュールを追
加することができます。ロックウェル・
オートメーションがDMATに新しい製
品や機能を組み込んだときは、それを
新しいアプリケーションや既存のアプ
リケーションに簡単に追加できます。
モジュールの標準インターフェイスを
理解していれば、どのアプリケーション
にでもモジュールを追加することがで
きます。 

マニュアル
DMATとそのツールの実力を理解

できるように、『DMATQuick Start』
マニュアルを用意しています。ここで
は、ツールやモジュールの使い方だけ
でなく、それを活用して機械設計を促
進する方法についても、詳しく説明し
ています。
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例えば、第1章では、アーキテクチ
ャとハードウェアの選択に注目してい
ます。ロックウェル・オートメーションの
ProposalWorks™ソフトウェアは、設
計者がドライブおよびモーションシス
テムの部品表を作成するために使用し
ます。その他にも、様々な負荷、通信、
およびアプリケーションのタイプに合
わせて組み合わせるモータ/ドライブ
のサイズを決定するために提供され
ている複数の構成ツールも紹介して
います。

第 2 章 はシステムレイアウトと
配 線につ い て 説 明し、システム設
計図を作成するためにAutoCAD
の.dwgや.dxf、または.pdfフォーマ
ットの図面ライブラリからレイアウ
ト図と配線図を選択できるようにし
ます。AutoCADまたはAutoCAD 
Electricalソフトウェアを使用してい
る場合は、この章の図面編集手順を利
用できます。ライブラリのデバイスの
配線参照および属性は、電源配線セッ
トを編集すると、デバイスと一緒に移
動します。

コントローラおよびネットワーク構
成に関する章では、コントローラの構
成方法、新しいプロジェクトファイル
の作成方法、ドライブおよびモーショ
ンアプリケーション用の通信のセット
アップ方法を紹介しています。また、

デバイス構成の章では、RSLogix™ 
5000とMotionView OnBoardソフ
トウェアを使用してドライブおよびモ
ーションハードウェアを構成する方法
を示します。

次の章のトピックは論理構成で、構
成済みのロジックファイルをインポー
トし、アプリケーションに合わせて編集
する方法について説明しています。ツ
ールキットには、アプリケーションロジ
ックの開発に活用するために、構成済
みの機械、アプリケーション、およびデ
バイスモジュールが含まれます。さら
に、ロジックモジュールには、パーソナ
ルコンピュータまたはPanelView™
ターミナルで実行可能な構成済みの
オペレータ・インターフェイス・フェース
プレートに情報を提供する制御、状態、
および診断コードが含まれます。

システム用のオペレータインターフ
ェイスのアプリケーションファイルの
作成方法については、別の章で説明
しています。ツールキットには、ドラ
イブおよびモーションシステムの状
態、制御、診断を表示する構成済み
の機械およびデバイスフェースプレ
ートの様々な画面が用意されてい
ます。ロジックモジュールと同様に、
フェースプレートも、固有のアプリケ
ーション要件に基づいて、それぞれ単
独でも、組み合わせても使用できるよ
うに設計されています。

最後の2つの章では、それぞれシス
テムの試運転とシステムアプリケーシ
ョンについて取り上げています。シス
テム試運転のセクションでは、Logix
およびPanelView™Plusアプリケー
ションをダウンロードし、ドライブハー
ドウェアの準備および調整、ネットワ
ーク通信の確認、汎用オペレータおよ
びプログラム制御の方法について説
明します。最終章では、フェースプレー
ト画面の状態、制御および診断の操
作について説明しながら、構成済み
のFactoryTalk® View Machine 
Editionアプリケーションフェースプレ
ートについて手順を追って解説します。

競争上の優位性
DMATとそこに組み込まれたベス

トプラクティスを使用すると、システム
設計者は機械制御の設計に集中でき
るようになります。DMATは、機械の
ライフサイクルを通して、時間の節約
を可能にします。 

次のような時間短縮が可能です。 
	 •	 必 要 な ア ク セ サ リ と 有 益 な
オプ ション の 確 認 も 含 め 、シ ス テ
ム の 部 品 表 の 作 成 時 間 を 削 減 。 
	 •	 特別なアプリケーションの追加に備
えた、初期のCAD図(配線図とパネルレ
イアウトを含む)を開発する時間を削減。

•	 特別なアプリケーションの追加
に備えた、制御プログラムとHMIアプ
リケーション(配線図とパネルレイア
ウトを含む)を開発する時間を削減。 
	 •	 ス タ ートアップ と 現 場 で のト
ラブ ルシューティングの 時 間を削
減。DMATに含まれる警告、監視、 

 
 
 
 
 
および診断ツールは、問題の検知と解
決に必要な時間を大幅に削減します。
さらに、HMI画面を使用すると、オペ
レータはコンピュータを使用しなくて
も、電話でトラブルシューティング情報
を提供できます。

また、DMATはシステムレイアウト
を簡素化し、設計者が理解しやすくし
ます。その他、ドライブおよびモーショ
ンシステム用の単一の統合ライブラリ
を提供します。その上、より多くのプロ
ジェクトを経済的に続行できるため、
新しい製品ラインを簡単に追加して使
用できます。 

DMAT DVDは、ロックウェル・オー 
トメーションの 営 業 所 および 販 売
代 理 店 から 入 手 で きます 。また 、 
Rockwell Automation Integrated 
Architecture Tools Webサイトか
らファイルをダウンロードすることも
できます。AT

DMATとそこに組み込まれたベストプラクティ
スを使用すると、システム設計者は機械制御の
設計に集中できるようになります。

Web
DMATの詳細は、次のWebサイトを参照
してください(英語)。www.ab.com/go/
iatools (Beyond Getting Startedタブ)


